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私たちニデックグループは、

コーポレートブランド「Nidec」のもとに、

グループ企業が一つになり、

各々の専門性をより高度に融合させていくことで、

新たな「世界初、世界一」を追求し、

より豊かでサステナブルな社会の実現に

貢献していきます。
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ニデック

ニデック ニデック
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ニデック

3つの技術軸

3つのコア技術で、5つの未来を創造する。

5つの事業領域



これまでを誇り、これからを築く。
ー 100年を超える革新への道ー
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岸田 光哉
代表取締役社長執行役員（CEO）

50年にわたりNidec は情熱の中で成長してきました。更なる成長を目指し、ステークホル
ダーの皆様のご期待に応える覚悟をもって、Nidecを次のステージに押し上げていきたいと考
えております。

Nidecグループは、創業以来培った「回るもの、動くもの」の技術を核に、熱マネジメント、発
電・蓄電・充電・変電を含む3つの技術軸を進化させてきました。これらの技術を基盤に、AI社
会を支える冷却技術や電力変換技術、再生可能エネルギーを活用した電力供給システム、産
業効率化を促進するロボット用減速機や工作機械、生活の質を向上させるスマート家電や空
調機器、電動化・自動化を進める次世代モビリティといった5つの事業柱を展開しています。

私たちの生産拠点は「メイド・イン・マーケット」としてグローバルに展開し、品質、リードタイ
ムを含め、お客様に満足いただけるトータルサービスを提供するとともに、モータだけではな
く、制御回路やソフトウェアなどのシステムソリューションにもお客様のニーズに合わせて取り
組んでいきます。

また、今年度は新たに新中期経営計画としてConversion2027を掲げ、組織全体の活性化と
次世代リーダーの育成加速により、持続的な成長を支える強固な基盤の構築を進めます。この
計画のもとオーガニックな成長を追求するとともに高収益体質への転換を目指し、成長と効率
を重視した組織の運営を推進してまいります。

「Diversity & Inclusion：異なる意見を共有尊重し合いながら前進すること」「Open & 
Transparent：自分の強さも弱さもさらけ出して本音で語り合い、補い合うことで真の連携を図
ること」を我々のグローバルな行動指針とし、サステナブルな社会を実現するためにより一層
の努力と革新を重ね、これからもOne Nidecで力を合わせてチャレンジを継続してまいります。
引き続き皆様のご支援を賜りますようお願い申し上げます。



Nidec-Defined by 
Our Quest to Be No.1 日本電産からニデックへ。

世界No.1の総合電機メーカー
として次のステージへ。

1973~

「One Nidec」のもと、グループの力を結集し、
夢に向かって躍動し続けます。

たった4人の夢からはじまった、世界一の総合電機メーカーへの軌跡。

小さなプレハブ小屋からスタートした
たった4人の大きな夢

1980~
HDD用スピンドルモータで世界一に

事業の多角化とM&Aの積極展開で
グローバル企業へ大きく飛躍

2023~

1973.07

1973.08

1976.04

京都市西京区に日本電産株式会社を設立。

精密小型ACモータの製造・販売を開始。

米国セントポール市に米国日本電産㈱を設立。

1984.02

1988.11

1994.10

1998.09

米国トリントン市に日本電産トリン㈱（現 ニデックアメリカ㈱）

を設立。1件目のM&A。

京都証券取引所並びに

大阪証券取引所市場第二部に株式を上場。

FDB搭載HDD用スピンドルモータの生産を開始。

東京証券取引所市場第一部上場。

2000~

2001.09

2003.05

2015.03

2017.01

ニューヨーク証券取引所へ上場（2016年5月まで）。

京都市南区に本社事務所を移転し、中央開発技術研究所を開設。

売上高1兆円を突破。

米国エマソン・エレクトリック社のモータ・ドライブ事業及び

発電機事業（現 ニデックルロア・ソマーグループ、

ニデックコントロール・テクニクスグループ）を買収。

1973年7月23日、代表取締役グローバルグループ代表の永守重信

（当時28歳）は、「世界一になる！」との思いのもと、仲間3人と京都市

西京区に資本金2,000万円で日本電産株式会社を設立しました。

精密小型ACモータの製造・販売を開始。

単身アメリカへ渡り、飛び込み営業で有力企業を顧客として開拓し

ました。

2001年、ニューヨーク証券取引所に上場。2003年には「本社・中央

開発技術研究所」ビルが京都市南区に完成。

国内外問わず、積極的なM&Aで世界市場をターゲットに事業展開

を進め、精密小型モータ分野では世界のリーディングカンパニー

になりました。

世界トップレベルの技術力、開発力、生産力
を強みに持つニデックグループは、グループ
一体化経営によるシナジー製品の開発や
成長戦略を実現させ「世界No.1の総合電機
メーカー」を目指していきます。

1981年、米国のパソコン市場の急激な成長を受け、5.25インチハードディス

ク装置用スピンドルモータの生産を開始。その後、OA機器用精密小型AC

モータ、軸流型ブラシレスDCファンを生産。1984年には3.5インチ型ハード

ディスク装置用スピンドルモータの生産が始動、本格化しました。

さらに同年、米国トリン社の軸流ファン部門を買収し、米国に日本電産トリ

ン㈱を設立。これが当社の初めてのM&Aとなりました。国内では滋賀、岡

山、長野、鳥取に生産拠点を新設。海外ではシンガポール、タイ、台湾、中国、

ドイツ、フィリピン等に進出し、一気に京都のベンチャー企業から世界企業

へと驚異的な躍進を遂げました。

米国セントポートでの営業活動

大阪証券取引所上場認定式

日本サーボ（株）資本参加

ニューヨーク証券取引所上場
オープニングベル

ニデックとブラジル大手航空機メーカーEmbraer S.A(エンブラエル)
との合弁会社の操業開始

~

精密小型ACモータ

2019.07

2019.10

2021.08

2022.02

2023.04

2023.11

米国ワールプール社のコンプレッサ事業 エンブラコ

（現 ニデックグローバル・アプライアンス）を買収。

オムロンオートモーティブエレクトロニクス株式会社

（現 ニデックモビリティ㈱）を買収。

三菱重工工作機械株式会社

（現 ニデックマシンツール㈱）を買収。

OKK株式会社（現 ニデックオーケーケー㈱）との

資本提携契約に基づく第三者割当増資の引き受け完了。

社名をニデック株式会社に変更。

株式会社TAKISAWA を買収。

2024.04 ニデックモビリティ㈱とニデックエレシス㈱が経営統合。

トリン社買収契約に調印
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ニデック

脱炭素化

省人化

ロボット用減速機

世界を動かす。未来を変える。
ニデックは人と地球の課題を解決し、豊かな未来を創ります。

温暖化 / 省電力化

DX化

トラクションモータ
システム（E-Axle Gen.3）

DCブラシレスモータ

水冷モジュール
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シャーシ用
(電動パワーステアリング用モータ＆ECU、
電動ブレーキ用モータ、ABS/ESCモータ等）

パワートレイン用
（EV用トラクションシステム、コントロールバルブ、
EV用DC/DCコンバータ等）

ボディー用
（ヘッドアップディスプレー駆動モータ、冷却用ファン、シート用モータ、
サンルーフ用モータ、ボディー ECU、スマートエントリーシステム、パワーウィンドウスイッチ等）

バッテリーエネルギー貯蔵システム（BESS）

トラクションモータシステム
（E-Axle Gen.3）

電動パワーステアリング用
モータコントロールユニット

 (コラムタイプ)

ボディー ECU

電動バイク用モータ

サービスロボット用モータ
ドローン用モータ
減速機
カメラモジュール
トルクセンサ・6軸力覚センサ

工作機械

発電用オルタネータ





高品質・低コスト・
短納期を実現
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生産ラインは自社開発、重要部品は内製化推進

ニデックグループでは1994年、国内生産事業所での

ISO9000シリーズの認証取得を皮切りに、現在国内、海

外事業所を合わせて130拠点以上が同認証を取得する

とともに、車載用モータの生産事業所・技術開発セン

ターでは、約50拠点が「IATF16949」を取得しています。

また、国内、海外事業所を合わせて120拠点以上が

「ISO14001」の認証を取得し、さらに海外事業所約50拠

点がISO45001(労働安全衛生マネジメントシステム）の

認証を取得しています。

小型モータ事業部では、2009年に化学試験分野の試験

所として国際規格「ISO/IEC17025」の認定を取得し、分

析依頼を受託しています。中央開発技術研究所では、

2023年に航空宇宙産業向けの品質マネジメントシステ

ム「AS9100」の認証を取得、継続しています。

ユーザー企業の開発スピードに確実に対応し、高

品質の製品を迅速に提供していくために、当社で

は生産ラインを自社で設計・開発しており、また、

仕様変更にも素早く対応できる柔軟な生産ライン

を確立しています。高付加価値製品を追求するた

め、国内事業所は研究開発機能中心の活動を行

い、各製品分野別の「技術開発センター」では新製

品の設計・開発のために量産ラインを想定した生

産ラインを構築し、試作評価を行います。

製品やマーケットが拡大し続ける中で顧客や社会

の期待に正しく応えていくためには、ものづくりの

基本である品質を絶えず維持・向上していくこと

が不可欠です。このため、2023年1月には品質面

でニデックグループ全体を横断的に管理・統括す

る組織としてグローバル品質統括本部を新設しま

した。さらに、2025年4月には当社として初めて

CQO（Chief Quality Officer：最高品質責任者）を

任命し、ニデックグループ全社の品質保証部門の

責任者を統括する体制を確立しています。品質面

でのガバナンスを強化するとともに、情報共有に

よるシナジーを追求することで、ニデックグループ

全体で更なる品質向上を進めていきます。



22 2322

ニデックはエネルギー効率の高いブラシレスDCモータを世

界にお届けすることにより、電力消費量の削減に貢献して

います。また、再生可能エネルギーの信頼性を高めるソ

リューションとして、電力の安定供給を可能にするBESS

（Battery Energy Storage System: バッテリーエネルギー貯

蔵システム）を開発・提供しています。BESSはこれまでに世

界規模のエネルギー供給会社に提供されており、稼働総容

量は2024年に9GWhを超えました。

ニデックグループは、事業を展開する世界各地の地域社会において、
その将来を見据えた多様な活動に取り組んでいます。

ニデックサステナビリティ
WEBサイト ニデック サステナビリティ

■医療支援活動（アメリカ）

■次世代育成活動（日本）

NGOを通じてガン患者のために寄付

職場体験で中学生のキャリア学習を支援

■環境保全活動（インドネシア）
マングローブの植林を実施

■コミュニティ支援活動
　（インド）
NPOと協働して
公立学校を修繕

■コミュニティ支援活動（メキシコ）
子どもの日にちなんで
お弁当やお菓子を寄付

サステナビリティへの取り組み

「社員」「会社」「製品」は互いを映し合う

社会的な鏡。

これらを大切に磨き続け、

地球社会が真に望む”ものづくり”を通じて

自らの成長を紡いでいく。

それがニデックが描く

サステナビリティの姿です。

私たちのサステナビリティは、社会に貢献できる製品や

技術を誠実につくりだす事業活動、

そして地域の将来を見据えた

地域の一員としての活動から成り立ちます。

「回るもの、動くもの」で地球社会に貢献し、

豊かで未来ある社会を支えたい、

私たちはそう考えています。

ニデックWEBサイトでサステナビリティ情報を公開しています。

■地域清掃活動（中国）
地域社会の一員として工場周辺を清掃

■コミュニティ支援活動（ハンガリー）

■災害被災者支援活動 (ブラジル）

地元のスポーツチームに
ユニフォームを寄贈

洪水被害を受けた地域へ物資を寄付

三つの経営　基本理念
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東証プライム市場

代表取締役社長執行役員 (CEO)　岸田光哉

ニデック株式会社
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18.7%

14.9%14.9%

25.5%

40.3%

12.1%

2兆
6,071億円

3.8%3.8%

家電・商業・産業用モータ（エアコン用モータ、
洗濯機用モータ、乾燥機用モータ等）、家電・
商業・産業用関連製品（冷蔵庫用コンプレッ
サ、発電機、バッテリーエネルギー貯蔵システ
ム等）

産業用ロボット、カー
ドリーダ、検査装置、
プレス機器、変減速機、
工作機械

スイッチ、センサ、レンズ
ユニット、カメラシャッタ

トラクションモータシステム、車載用モータ
（電動パワステ用モータ、電動ブレーキ
用モータ等）、自動車部品（電動オイル
ポンプ、電動ウォーターポンプ、コントロー
ルバルブ等）

小型ブラシレスモータ、ファンモータ、
振動モータ、小型ブラシ付モータ、
モータ応用製品、水冷モジュール

精密小型モータ

車載

家電・商業・産業用

機器装置

電子・光学部品

3.2%
0.1%

その他
オルゴール、サービス

（2025年3月期）
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